

年
度
営
業
利
益
３
倍
目
指
す

次
世
代
車
・
再
エ
ネ
な
ど
で
機
能
線
拡
販

古河電工
産業電線

　
古
河
電
工
産
業
電
線
︵
本
社
・
東
京
都
荒
川
区

社
長
・
白
坂
有
生
氏
︶
は
２
０
２
５
年
度
ま
で
を

め
ど
に

営
業
利
益
を

年
度
比
３
倍
を
目
指
す

産
業
用
ゴ
ム
被
覆
電
線
な
ど
幅
広
い
製
品
群
を
有

す
る
機
能
線
事
業
で

新
製
品
を
拡
販

次
世
代
車
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ


防
災
・
減
災
な
ど
社

会
の
要
請
に
伴
い
伸
び
る
分
野
で
の
展
開
を
強
め
る

建
設
用
電
線
を
中
心
と
す
る
汎
用
線
事
業
は
生

産
効
率
化
や
高
施
工
性
の
ア
ル
ミ
電
線
強
化
な
ど
で
収
益
力
を
高
め
る


　
機
能
線
事
業
で
は
成
長

分
野
に
対
し
技
術
開
発
で
特
性
と
付
加
価
値
を
高
め

た
新
製
品
を
積
極
的
に
投
入
す
る

そ
の
た
め
に
需

要
を
見
定
め
る
マ

ケ
テ

ン
グ
や

捉
え
た
ニ


ズ
に
応
え
る
技
術
開
発
で

親
会
社
の
古
河
電
工
と
連

携

加
え
て
顧
客
の
要
求

に
基
づ
き
柔
軟
性
や
耐
熱

性
な
ど
を
最
適
化
し
た
樹

脂
材
料
を
製
造
す
る
た
め

設
備
面
で
の
取
り
組
み
も

進
め
る


　
成
長
分
野
で
は
市
場
の

変
化
を
捉
え
る
提
案
で
拡

販

次
世
代
車
関
連
分
野

で
は
電
動
化
な
ど
の
動
き

に
対
応
す
る

電
動
車
向

け
で
は
大
電
流
化
な
ど
に

合
わ
せ
た
開
発
を
検
討


﹁
材
料
技
術
を
生
か
し
配

線
設
計
の
自
由
度
向
上
に

貢
献
し
た
い
﹂︵
白
坂
社

長
︶
考
え
だ


　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ


関
連
分
野
で
は
今
後
普
及

が
期
待
さ
れ
る
風
力
発
電

向
け
な
ど
の
需
要
に
期

待

風
車
用
次
世
代
配
線

の
市
場
化
を
は
じ
め

再

エ
ネ
普
及
を
後
押
し
す
る

製
品
開
発
に
力
を
入
れ

る

防
災
・
減
災
関
連
分

野
で
は
電
力
・
通
信
イ
ン

フ
ラ
の
防
災
対
策
や
国
土

強
靭
化
に
向
け
た
ニ

ズ

に
応
え
る

こ
こ
で
は
ア

ル
ミ
製
の
建
設
用
電
線
で

培

た
被
覆
材
や
導
体
設

計
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
い
考
え
だ


　
汎
用
線
事
業
で
は
各
工

場
で
製
造
す
る
品
種
分
担

の
最
適
化
な
ど
に
よ
り


生
産
効
率
を
向
上

軽
量

・
柔
軟
で
施
工
性
に
優
れ

る
ア
ル
ミ
電
線
に
つ
い
て

は
市
場
へ
の
浸
透
が
進
ん

で
い
く
と
み
て
お
り

ラ

イ
ン
ア

プ
拡
充
や
生
産

能
力
の
強
化
な
ど
で
拡
販

を
バ

ク
ア

プ
し
て
い

く

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